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伊u言

1 本書は、富山市寺島地内に所在する百塚住吉D遺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、富山県 (農林水産部農村環境課)が事業主体となる県営基幹農道 (呉羽和合 2期地区)
整備事業に伴うものである。富山県富山農林振興センター農村整備課の依頼を受けて富山市教育

委員会の監理のもとに、応学工業株式会社と日本海航測株式会社に委託して実施した。

3 現地発掘調査 。整理作業期間及び発掘調査面積、調査担当者等は次のとおりである。
発掘調査期間  平成23年 7月 13日 ～平成23年 9月 29日
発掘調査面積  493だ

出土 品整 理  平成23年 9月 30日 ～平成24年 2月 29日
担当  日本海航測株式会社 久保 浩一郎・竹中 庸介
(監理  富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 鹿島 昌也)

4 本書の執筆は、第 I章第 1節 を埋蔵文化財センター鹿島が、第 I章第2節～第4節 。第Ⅱ章・

第Ⅲ章第2節を久保が、第Ⅲ章第1節・第V章を竹中が分担し行った。文責は文末に記した。

5 自然科学分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、その結果を第Ⅳ章に掲載した。
6 本調査の図面、写真、出土品等の資料は、富山市教育委員会埋蔵文化財センターで保管している。

凡 例

1 遺構表記は以下の記号を用いた。
SI:竪穴建物  SB:掘 立柱建物  SA:柵 列  SP:ピ ット  SK:土 坑  SD:溝
SX:不明遺構
2 方位は真北、水平水準は海抜高である。
3 公共座標は世界測地系を使用し、南北をX軸、東西をY軸 とした。
4 土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修
『新版標準土色帖』 (2008年度版)とこ準拠している。
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第 I章 経 過

第 1節 調査に至る経緯
富山市呉羽和合地区 (高木～寺島地内)で農免農道 (平成21年度から基幹農道)を整備する計画が、平

成8年に富山県農林水産部農村環境課より立案され、平成 12年に実施採択された。流通機構の合理化

並びに農村環境の改善を図ることを目的とする。国道8号線の南側約500mに位置し、東西方向に並

走する農道である。西は県道中沖 。呉羽線、東は主要地方道富山八尾線と交差し、総延長は3,210m

である。計画線上に入町Ⅱ遺跡や人ヶ山A遺跡、百塚住吉D遺跡が所在する。

平成 13～ 21年度にかけては、人町Ⅱ遺跡にかかる試掘調査及び5,700∬の発掘調査 (2008富山市教育

委員会)と 人ヶ山A遺跡にかかる試掘調査及び285だの発掘調査 (2010富山市教育委員会)を実施した。

平成22年度には百塚住吉D遺跡の900ポ について発掘調査 (2011富山市教育委員会)を実施した。

同年10月 には同遺跡の主要地方道富山八尾線と接続する現況駐車場部分786ごについて、用地買収を

経て試掘確認調査を実施した。その結果、493ゴに遺跡の所在を確認し、発掘調査による録護措置を

要することとなった。

発掘調査のうち掘削業務については、富山県富山農林振興センター農村整備課から、土木会社に工

事請負として、調査及び出土品整理業務については同課から民間発掘調査機関に委託して実施し、富

山市教育委員会が両者の監理を行いながら、平成24年 2月 に発掘調査報告書を刊行した。  (鹿 島)

褒―tifff■                Omi

呉羽和合 2期地区計画一般平面図 (回土地理院 1:25,000富 山の一部を使用)第 1図
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第 2節 発掘作業の経過

第 2節 発掘作業の経過
現地発掘調査中は2週間に一度、発注者・監理担当者・調査担当者による定例工程会議を開催 し、
進捗状況や問題点の確認を行った。調査の各工程終了時には段階確認検査を実施し、適正な業務実施

に努めた。平成23年 7月 13日 から9月 29日 まで発掘調査を行った。発掘作業員は、一般募集により

採用した。発掘作業員に対しては、採用時に安全教育を行うとともに、毎日作業開始前の朝礼及び作

業後の終礼を行うことで、現場における安全衛生に努めた。

平成23年 7月 4日 より準備作業を行い、7月 13日 から重機による表土掘削を行った。7月 19日 から

包含層掘削及び遺構検出を開始し、8月 4日 に遺構検出状況の航空撮影を行った。8月 5日 から遺構掘

削・図化・記録作業を順次行い、9月 23日 に現地説明会を開催した。9月 27日 に完掘状況の航空撮影

を行った。9月 28日 から地山の断割 り確認作業を行い、9月 29日 に仮設事務所を撤去し、工事主体で

ある富山県富山農林振興センターに現地を引渡した。

第 3節 整理作業の経過
現地調査終了後、平成23年 9月 30日 から出土遺物の洗浄 。注記・接合・復元作業を開始 し、順次
実測・ トレース・写真撮影等の報告書作成作業を行った。遺物の基礎整理作業と並行し、遺構 。遺物

の年代・性格を明らかにするために理化学的分析を実施した。整理作業中は2週間に一度、監理担当
者と調査担当者による定例工程会議を開催し、進捗状況や記載内容の確認を行った。平成 24年 2月 29

日に報告書の発送、成果品の納入を行い、本業務における全行程を終了した。

第 4節 調査の方法
平成23年 7月 13日 から7月 15日 まで、バックホウによる表土掘削作業を行った。7月 19日 に発掘調
査作業員に対する安全教育を行い、同日から人力による包含層掘削及び遣構検出作業を開始した。人力

掘削は北側から行い、順次遺構配置図を作成しながら南側に向かって進めた。8月 4日 に遺構検出作業

を終了し、同日ラジコンヘリによる遺構検出状況の航空撮影を行った。8月 5日 から遺構掘削作業を開

始した。遺構掘削は遺構半裁、土層断面の写真撮影 。図化、遺構完掘の順序で行い、主要遺構について

は遺構内にサブトレンチやセクションベル トを設定し、土層観察を行いながら掘削した。9月 27日 に遺

構掘削作業を終了し、同日完掘状況及び図化用航空撮影を行った。9月 28日 に地山の断割りによる下層

確認作業、主要遺構の個別写真撮影を行った。9月 29日 に現場作業を終了した。 (久保 )

/
/
/
/作成22年度

＼

第3図第2図 調査区位置図 (1/3,000)
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境
百塚住吉D遺跡は富山市街から北西約 4.5 kmの富山市八ヶ山および寺島地内に所在し、富山平野を

呉東と呉西に三分する呉羽丘陵の北端に位置する。西側に射水平野東端部を望み、約■8 km東には神

通川が流れる。神通川は江戸時代の度重なる洪水によってその流れが大きく変わっており、本遺跡は

旧流路の河岸段丘上、標高7～ 8mに 立地する。東側は県道を挟んで段丘崖となり、下位段丘面との

比高差は約4mである。周辺には縄文海進に起因する低湿地帯が広がっており、これらは縄文海進に

より形成された古放生津潟への流入河川により形成された砂州が発達したものである。

第 2節 歴史的環境
旧石器時代 呉羽丘陵上や北代遺跡で石器が確認されている。いずれも単独、もしくは数点程度で

散布している状況である。

縄文時代 前期では小竹貝塚、蜆ケ森貝塚がある。小竹貝塚の貝層は日本海側最大級の規模をもつ

ものであり、住居址や多数の埋葬人骨が確認されている。中期では北代遺跡、北代加茂下Ⅲ遺跡がある。

北代遺跡は70棟以上の住居や掘立柱建物が確認されており、北陸でも中期を代表する集落遺跡である。

後期から晩期では長岡人町遺跡がある。掘立柱建物や大型柱穴が確認され、土偶や石棒などの祭祀遺

物がまとまって出土しており、祭祀を行う拠点的集落としての性格が考えられている。

弥生～古墳時代 中期以前の様オロは判然としないが、江代割遺跡や四方荒屋遺跡で弥生中期から古

墳前期の集落が確認されている。古墳前期から中期には人町Ⅱ遺跡があり、畿内系や山陰系の上器が

出上しているほか、玉作りの痕跡が伺える。墳墓は百塚遺跡
。百塚住吉遺跡からなる百塚古墳群で、

弥生時代後期から古墳時代初頭の方形周溝墓や前方後方墳が31基確認されており、北陸最古級とされ

る前方後円墳も確認されている。また、呉羽丘陵上でも杉谷古墳などの初期古墳をはじめ、中期の古

沢塚山古墳、後期から終末期にかけての番神山横穴墓、金屋陣ノ穴横穴墓がみられる。

古代 本遺跡の所在する富山市北西部では、古代射水郡寒江郷の存在が推測されており、北代遺跡、

長岡杉林遺跡、百塚住吉D遺跡など、射水平野の開発を背景に集落遺跡が急増する。北代遺跡では竪

穴住居や掘立柱建物のほか鍛冶炉が検出されており、生産活動と関連した集落と考えられる。長岡杉

林遺跡では瓦塔や緑釉陶器、灰釉陶器などの仏教遺物も出上しており、8世紀前半における寒江郷の

中心的な集落と考えられる。百塚住吉D遺跡では区画溝と考えられる溝が確認されており、8世紀後

半以降には、より平野に近い位置に集落が展開したと考えられる。その他、四方荒屋遺跡、四方西野

割遺跡、四方北窪遺跡でも掘立柱建物が検出され、打出遺跡では平安時代の道路跡が確認されている。

中世 海岸部近くでは四方北窪遺跡、四方荒屋遺跡、打出遺跡がある。四方北窪遺跡では掘立柱建

物や畑、道路などの遺構が検出され、三津七湊の一つ、中世岩瀬湊に関連する集落とみられている。

また四方荒屋遺跡、打出遺跡では屋敷跡が検出されている。寺島館跡では、鎌倉時代の堀や土橋、犬

走りなどの城館に伴う遺構が確認されており、京都賀茂社領荘園「倉垣荘」との関連が想定される。

人町Ⅱ遺跡では鎌倉～室町時代の集落遺跡が確認され、多数の井戸のほか千′島紋を施した漆器も出

上しており、京都下鴨社領荘園「寒江荘」との関連が想定される。

-3-
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第 2節 歴史的環境
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―十どニー
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1.百 塚 住 吉D遺 跡 2.百 塚 住 吉 遺 跡 3百 塚 住 吉B遺 跡 4.百 塚 遺 跡 5,今 市 遺 跡 6寺 島館 跡
7.八 町Ⅱ遺跡 8人 ヶ山A遺 跡 9.宮 尾 遺跡 10人 ヶ山C遺 跡 11人 ヶ山B遺 跡 12.百 塚住 吉 C遺 跡
13.長岡八町遺跡 14.北代加茂神社遺跡  15,長 岡小学校西遺跡  16.北代加茂下Ⅲ遺跡  17.八町D遺跡
18.人 町A遺 跡 19.八 町C遺跡 20人 町B遺跡 21百 塚住吉 E遺跡 22.百 塚 B遺跡 23百 塚鍵割遺跡
24.八 ヶ山遺跡 25北 代遺跡 26.北 代東遺跡 27.長 岡杉林遺跡 28.江代割遺跡 29.四 方荒屋遺跡
30.打 出遺跡 31.蜆 ヶ森貝塚 32.杉 坂古墳群

第4図 調査区周辺主要遺跡 (S=1/25,000)
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第二章 遺跡の位置と環境
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第Ⅲ章 調査の成果

第 1節 遺  橋
本調査区では、竪穴建物・掘立柱建物・柵列・土坑。溝・ピッ

トが検出された。調査区北側および南東側は、大規模な削平

を受けており遺構は検出されなかった。基本層序は、 I～ Ⅳ

層に大別される。 I層はコンクリート舗装に伴う造成上であ

り、砕石を多量に含む。Ⅱ層は整地に伴う造成土と考えられ、

近現代の鉄やビンとともに古代の遺物を含む。Ⅲ層は暗褐色

シルトを呈する包含層であり、古代の遺物を含む。Ⅳ層は黄

Ⅳ層

第6図 基本層序模式図

褐色シル トを呈する地山である。遺構検出面はⅣ層上面である。大部分ではⅣ層上位が造成土である

Ⅱ層であり、包含層であるⅢ層は部分的に遺存するのみであることから、本来の遺構面は削平されて

いると考えられる。

ラ

層

　

層
　
層

Ｉ

　

Ⅱ
　
Ⅲ

公

P128

SD1 9

円
り
P108

剛7蝋
SK13

F'

Pl17

P03(
⑬

第 7図 遺構図 (1)
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第Ⅲ章 調査の成果

SD21 1にぶい黄褐色シルト10YR4/3

S1012にぶい黄褐色シルト10YR5/4

試堀 トレンチ

地山をしみ状に30%、 黒色シルト粒を5%含む。
黒色、黒褐色シルトをしみ状に5%含む。

ド
一

Ｂ

一〇ｍ

SKll   P122 SX08 B'SK10 SD16 Pl17

P93

SD08 1暗褐色シル
2暗 褐色シル

P98 3黒 褐色シル
4黒 褐色シル

10YR3/3

10YR3/3

10YR3/2

10YR3/2

P91 5黒 褐色シル ト   10YR3/2
6黒 褐色 シル ト   10YR3/2

SD16 7暗褐色シル ト   10YR3/3
8暗 褐色 シル ト   10YR3/3

SK10 9暗褐色シル ト   10YR3/3
S10110黒褐色シル ト   10YR3/2
11黒褐色シル ト   10YR3/2
12黒褐色シル ト   10YR3/2
13黒褐色 シル ト   10YR3/2
14にぶい黄褐色シル ト10YR5/4

SKll 15褐色シル ト    10YR4/4
P12216褐灰色 シル ト   10YR5/1
17褐灰色シル ト   10YR5/1

P93 18黒褐色 シル ト   10YR3/2
19黒褐色 シル ト   10YR3/2
20黒褐色シル ト   10YR3/2

P77

13褐色シル ト

14褐色シル ト

地山小ブロックを3%含む。
地山小ブロックを30%含む。

地山小ブロックを10%含む。

地山小ブロックを30%含む。

地山小ブロックを5%含む。
地山をしみ状に40%含む。

地山小ブロックを3%含む。
地山小ブロックを20%含む。

地山を小プロック状・しみ状に40%、 黒褐色シルトブロックを3%含む。
地山小ブロック・黒色シルト小ブロックを5%、 焼土を微量に含む。

地山を小プロック状 。しみ状に20%、 黒色シルトブロックを5%、 焼土・炭化物を少量含む。

地山ブロックを30%、 黒色シルト小ブロックを10%、 焼土・炭化物を少量含む。

地山をしみ状に30%、 黒色シルトブロックを20%、 焼土を微量に含む。

黒色、黒褐色シルトをしみ状に5%含む。
地山小プロックを20%、 炭化物を微量に含む。

地山小ブロンクを20%、 焼土・炭化物を少量含む。

地山を小ブロック状・しみ状に30%、 黒褐色シルトブロックを少量含む。

地山小ブロックを微量含む。

地山ブロックを5%含む。
地山ブロックを30%含む。

SKll P136 P121 sD08

SD08 1晴褐色シル ト   10YR3/3 地山小ブロックを3%含む。
2暗褐色シルト   10YR3/3 地山小ブロックを30%含む。

P1213黒褐色シル ト   10YR3/2 地山小ブロックを10%含む。
4黒褐色シルト   10YR3/2 地山をしみ状に40%含む。

P1015黒褐色シルト   10YR3/2 地山小ブロックを10%含む。
6黒褐色シルト   10YR3/2 地山をしみ状に40%含む。
S1017黒褐色シルト   10YR3/2 地山小ブロック・黒色シルト小ブロックを5%、 焼上を微量に含む。
8黒褐色シルト   10YR3/2 地山を小ブロック状・しみ状に20%、 黒色シルトブロックを5%、 焼上・炭化物を少量含む。
9黒褐色シルト   10YR3/2 地山をしみ状に30%、 黒色シルトブロックを20%、 焼土を微量に含む。
10にぶい黄褐色シルト10YR5/4 黒色、黒褐色シルトをしみ状に5%含む。

P13611褐色シルト    10YR4/4 地山を帯状に5%含む。
SKll 12暗褐色シルト   10YR3/4 地山ブロックを10%、 明赤褐色ブロックを微量に合む。

7 5YR4/6炭 化物・明赤褐色ブロックを5%含む。
10YR4/4 地山ブロックを20%、 炭化物を微量に含む。

15にぶい黄褐色シルト10YR4/3 地山ブロックを10%、 暗褐色土ブロックを5%含む。

第8図 遺構図 (2)
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構

SK12
SK13

10  11

Ｆ

一
〇Ｏｍ

ご
一

SK12 1暗褐色シル ト 10YR3/3
2褐灰色シル ト 10YR4/1
3褐灰色シル ト 10YR4/1
4褐灰色シル ト 10VR4/1
5褐灰色シル ト 10YR4/1

6褐灰色シル ト 10YR4/1

P123 S101

撹乱 (ハサ穴 )

焼土粒、炭化物を少量含む。

地山小ブロックを少量含む

地山ブロックを40%含む
地山小ブロックを10%、

焼土粒・炭化物を少量含む。

地山小ブロックを5%、 焼土ブロックを2%、

炭化物を少量含む。

SK13 10褐灰色シル ト 10YR4/1

11褐灰色シル ト 10YR4/1

12褐灰色シル ト 10YR4/1

S10113褐灰色シル ト 10YR4/1

14褐灰色シル ト 10YR4/1

焼土粒・炭化物を少量含む

地山ブロックを10%、 焼上ブロックを5%、

炭化物を少量含む

地山ブロックを2%、 焼土ブロックを2%、

炭化物を少量含む

地山小ブロックを10%、

焼土ブロックを多量に含む。

地山小ブロックを5%、 焼土ブロックを10%

炭化物を多量に含む。

焼土ブロックを10%含む。

SD08

77圭

蛋 塁 差 蜃 I夕

壁 嶋 需
1芝多
―生

地山をしみ状に10%含む。
地山小ブロックを3%含む。
地山小ブロックを20%含 む。
地山を小ブロック状 。しみ状に40%、

黒褐色シル トブ ロックを3%含む。
黒色、黒褐色 シル トをしみ状に5%含む。
地山ブロックを30%含 む。
地山をしみ状に30%、 黒色シル ト粒子を5%含む。
地山を しみ状に5%、 暗褐色上を3%含む。
地山をしみ状に10%含む。
地山をしみ状に10%含む。

暗褐色上を10%含む。

P80 1褐 灰色シル ト

2褐灰色シル ト

SD08 1境 乱 (ハサ穴 )
2暗褐色シル ト

P81 3黒 褐色シル ト
4黒褐色シル ト

10ΥR4/1 地山小ブロックを5%、

炭化物を少量含む。

10YR4/1 地山小ブロックを10%、

黒褐色シル トブロックを5%含む。

10YR3/3 地山小ブロックを30%含む。
10YR3/1 地山小ブロック少量含む。

10YR3/1 地山プロックしみ状に30%含む。

ト

6

＼   、「==

第9図 遺構図 (3)

P1237褐灰色シルト 10YR4/1 地山小ブロックを5%、 焼土ブロックを2%合む。
8黒褐色シルト 10YR3/1 地山プロックを10%含む。焼土粒を少量含む。   15褐 灰色シルト 10YR4/1
9黒褐色シルト 10YR3/1 地山ブロックを50%含む。焼土粒を少量含む。

7

K
7 700m

Pm3 1暗 褐色シル ト   10YR3/3
SD16 2暗褐色シル ト   10YR3/3
3暗褐色シル ト   10YR3/3

SK10 4 日音褐色シァレト      10YR3/3

S1015に ぶい黄褐色シル ト10YR5/4
SD19 1に ぶい黄 t・B色 シル ト10YR4/2

SD21 1にぶい黄褐色シル ト10YR4/3
P79 1に ぶい黄褐色シル ト10YR4/3
2にぶい黄褐色シル ト10YR4/3
3にぶい黄褐色シル ト10YR4/3
4褐色シル ト    10YR4/6

H
7 700m sD19

1

1 1 8 (9・ 10) 20cm

1:6(そ の他遺物実測図)20cm

-8-

(断面図・出土状況図)  2m



第Ⅲ章 調査の成果

1.竪穴建物

S101(第 7～ 9図、写真図版3～ 6)

長軸 6.13m、 短軸 5,93m、 深さ0.12mを 測 り、東部中央に竃を持つと考えられる正方形の竪穴建物

である。周囲にSD16。 19・ 21の壁溝が廻 り、隅にP79・ 80。 81の柱穴が配置される。壁溝の幅は

SD16が 0.33～ 0.21m、 SD19が 0.28～ 0。 19m、 SD21が 0.21～ 0.14m、  深さはSD16が 0.15m、 SD19

が 0.08m、 SD21が 0。14mを測る。柱穴は全て円形で、大きさはP79が 0.38m、 P80が 0.49m、 P81が

0.35m、 深さイよP79が 0.41m、 P80が 0,25m、 P81が 0.351nを測る。

検出時には地山に黒色シル ト塊を含む土が、東部で包含層土と下位の焼土が撹拌されたと考えられ

る掘 り込み、中央部でSX08、 北西部で撹乱に切 られた状態で確認された。この黒色シル ト塊包含土

を掘 り込んで壁溝SD16が構築されており、下位に地山が存在することから検出面はS101の造成土と

判断した。南東部は検出面で床の造成土が確認されず、地山を掘 り込んで壁溝 SD21や柱穴 P80が確

認されたため、削平を受けたものと考えられる。造成上は検出面表層では黒色シル トを含む割合が非

常に高いが、下位ではその割合が 10%程度と低 くなることから、床面より上位に黒色シル トの埋土が

存在した可能性が高く、S101全体が削平を受けていたと推定される。

東部の掘 り込みである撹拌部下位には、にぶい赤褐色シル トの焼土が東西幅 1.12m、 南北幅2.74m

の不整形状に広がる。この撹拌部内から須恵器 (1～ 3)や土師器片、焼土内から土師器片 (4～ 11)が出

土する。いずれも8世紀前半の時期に比定されることから、撹拌部内出土の遺物は焼土内の遺物が流

入したと考えられる。焼土内出土遺物はS101東側中央部のちょうどP123西付近に密集しており、焼

土内遺物の密集とその位置から竃として使用されていた可能性が高く、原型を留めていないものの遺

物密集部が焚口、その東側周縁部が袖、さらに東であるP123の位置に煙道が復元できる。袖石は確

認されなかった。

焼土検出と同時にSK12、 P123、 P124、 P125が検出され、SK12・ P1231ま 焼土を掘 り込む状態、

P124・ P125は床造成上を掘 り込む状態であった。これらよりやや北に離れた位置で床造成土を掘 り

込むP122も 確認された。

2.掘立柱建物
SB01(第 10図、写真図版 9)

SB01は柱穴 3基で構成される掘立柱建物である。柱穴の大きさと深さがSB02・ SB03と 同規模であ

ることから、柵列とせず掘立柱建物とした。南北方向2間、東西方向の柱穴は調査区外へ続 くものと

推定される。主軸方向はN-11° ―Wを指し、ほぼ南北方向となる。柱間はPl― P2間で2.69m、 P2-
P3間で2.27mを測り、全長は柱穴の心々距離で4.96mを測る。平面形状はP2が隅丸方形、P3が楕円

形、Plは調査区外に延びるが楕円形か。大きさは長軸でPlが 0.51m、 P2が 0.48m、 P3が 0,71mを

測る。断面形状はいずれも底部からV宇状に開く。深さはPlが 0,12m、 P2が 0。 19m、 P3が 0。32mを

測る。遺物はP3か ら土師器片 (12。 13)が出土 した。時期を特定できる遺物は出土 しなかったが、

SB03と ほぼ同方向の主軸を持つことから同時期の築造と推定される。

SB02(第 10。 11図、写真図版 7・ 8)

SB02は柱穴 10基で構成される掘立柱建物である。東西方向2間、南北方向3間の側柱建物 となる。

主軸方向はN-7° 一Wを指し、ほぼ南北方向となる。柱穴間は東西2.21～ ■69m、 南北 1.87～ 1.56m

を測 り、全長は柱穴の心々距離で東西 4.06m、 南北 5.07mを 測る。平面形状はPl・ P4。 P8・ P10が隅

丸方形を呈 し、その他は円形および不整形を成す。Plは北側をSK08に、P8は西側をP48に切 られ

-9-
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SB01 Pl l暗 褐色シル ト10YR3/3

SB01 P2 1暗 褐色シル ト10YR3/3
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第 10図 遺構図 (4)

るが共に隅丸方形か。大きさは長軸で0.94～ 0.47m程度であり、P2の み0.47mと 小さい。断面形状

はほぼ平坦な底面からやや強く立ち上がるものが大半を占める。深さは0.50～ 0.19mを 測る。柱穴の

規模は西側に比べて東側の方が大振 りで深 くなる。柱痕が認められたものはP3・ P4・ P5・ P10である。

P4は平面形状で隅丸方形が2つ重なった状態であり、断面形状でも浅い状態から少し位置を変えて深

く掘 り込んでいるため、柱の建て替えが行われたと推定される。遺物はP10か ら製塩土器片 (14)が出

土する。

SB03(第 12・ 13図、写真図版 7・ 8)

SB03は柱穴 11基で構成される掘立柱建物である。東西方向4間、南北方向2間の側柱建物となる。

主軸方向はE-13° ―Nを指す。柱穴間は東西2.13～ ■69m、 南北 5.07～ 2.57mを 測 り、全長は柱穴

の心々距離で東西 8.02m、 南北 5.14mを 測る。平面形状はP2・ P6。 P8・ P9。 P10が円形、P3は隅九

方形、Pllは楕円形、Pl・ P5。 P7は不整形、P4は北側を撹乱により切られるが楕円形か。断面形状

は底部からV字状に開くものが大半を占め、その他は平坦な底面からやや強く立ち上がるものや垂直

に立ち上がるものとなる。深さは0.57～ 0.12mを測る。最も深い柱穴はP2で、SK08に削平を受けて

いるが復元すると深さは0.57mと 推定される。柱穴の大 きさは全体的に同程度の大きさであるが、

SB01-P2

地山小ブロックを3%含む、炭化粒 を微量含む。
地山小ブロックを3%含む、炭化粒 を少量含む、焼土小ブロック (赤褐色)を微量含む。
地山小ブロックを30%含む、炭化粒 を微量含む。

地山小ブロックを3%含む、炭化粒をやや多 く含む、焼土小ブロックをやや多 く含む。
地山小ブロックを30%含む、炭化粒を微量含む。

］甲 蝉ｇ
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7 700m
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彰

第Ⅲ章 調査の成果

SB02-Pl

SB02-P2

SB02-P3

SB02-P4

SB02-P5

SB02-P6

S302-P7

SB02-P8

SB02-P9

SB02-P10

撹乱 (ハサ穴 )

暗褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黄褐色シル ト

暗灰黄色シル ト

灰黄褐色 シル ト

撹乱 (ハサ穴 )

灰黄褐色シル ト

褐色 シル ト

暗褐色シル ト

暗褐色シル ト

灰黄褐色 シル ト

灰黄褐色 シル ト

暗褐色シルト   10YR3/3 地山ブロックを10%含む、0 2cm程の炭化粒、赤褐色粒を微量含む。
暗褐色シルト   10YR3/4 地山ブロックを15%合む。
にぶい黄褐色シルト10YR4/3 地山プロックを20%合む、0 2cm程の炭化粒を微量含む。

暗褐色シルト   10YR3/3 地山ブロックを3%含む、炭化物粒をごく少量含む。
灰黄褐色シルト  10YR4/2 地山ブロックを30%合む。
黒褐色シルト   loYR3/2 0 2cm大 の地山ブロックを3%含む。
暗褐色シルト   10YR3/3 地山ブロックを20%含む。
暗褐色シル ト   10YR3/3 地山ブロックを10%含む、にぶい黄褐色土を10%含む。
撹乱 (ハサ穴 )

褐色シル ト

暗褐色シル ト

灰黄褐色シル ト

黒褐色 シル ト

暗褐色シル ト

撹乱 (ハサ穴 )

にぶい黄褐色シルト10YR4/3 地山プロックを15%含む、0 2cm程の炭化粒を微量含む。

暗褐色シルト   10YR3/3 地山ブロックを15%含む、02伽程の炭化粒を微量含む。
黒褐色シルト   10YR2/3 地山ブロックを5%含む、Φ2cmの炭化粒、赤褐色粒を微量含む。

1

2

3

1

2

1

2

3

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

1

2

1

2

3

4

5

6

7

10YR4/4 地山ブロックを5%含む、Φ lcm程の炭化物を微量含む。

10YR3/4 地山ブロックを15%含む、0 1cm程の炭化粒を微量含む。
10YR4/2 地山ブロックを20%含む、黒褐色土を5%含む。
10YR3/2 0 2cm大 の黄褐色粒をごく少量含む。

10YR3/3 地山ブロックを20%含む、炭化物をごく少量含む。

10YR3/3

10YR3/2 地山ブロックを30%含む、0 1cm程の赤褐色粒をごく少量含む。

10YR3/2 地山ブロックを3%含む。
10YR3/2 地山ブロックを15%含む。
10YR5/6 暗褐色ブロックを30%、 黒褐色ブロックを3%含む、03伽程の赤褐色粒を微量含む。
2 5YR4/2地 山ブロックを5%含む。
10YR4/2 地山プロック帯状に10%含む。

10YR4/2 地山ブロックを15%、 黒褐色ブロックを5%含む。
10YR4/4 暗褐色ブロックを10%、 黒褐色ブロックを5%含む。
10YR3/3 0 2cm程 の暗灰黄色粒を5%含む。
10YR3/3 0 1Cm程の黄褐色粒を3%含む、炭化粒を3%含む。
10YR4/2 地山ブロックを30%含む、0 1cm程の炭化粒を3%含む。
10YR4/2 地山ブロックを35%含む、0 1cm程の炭化粒を5%含む。

第 11図 遺構図 (5)
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第 1節 遺

］
餓

餞
］

⑬

Ｂ０３．Ｐ８

聯

ｓ

ｒ
SB03P100

囲 可
SB03-Pll

l : 60

第 12図 遺構図 (6)

深さは北側に比べ南側が浅くなる。遺物はP4か ら9世紀の上師器小奏 (15)が、P8か ら須恵器片 (16)

が出土する。遺物の出土時期から9世紀中頃～後半に築造されたと考えられる。

3. 1冊テ」

SA01(第 14図、写真図版 9)

SA01は柱穴 3基から構成される柵列である。柱穴が南北方向に並び、東西方向には連続しないため、

柵列とした。主軸方向はN-7° ―Wを指し、ほぼ南北方向となる。柱間はPl― P2間で2.26m、 P2-
P3間で2.39mを 測 り、全長は柱穴の心々距離で4.65mを測る。深さはPlが 0.13m、 P2が 0.20m、 P3

が 0。20mを 測る。主軸および全長はSX07と ほぼ同じである点、約 0.5m離れた位置に隣接している点

から、SA01は SX07に伴う柵列と推定される。

4.ビット
P122(第 7・ 8図、写真図版 5)

P122は長軸0.53m、 短軸0.45m、 深さ0.22mを 測る円形のピットである。遺物は土師器奏片 (17・ 18)

と製塩土器片 (19)が出土する。

P123(第 9図、写真図版 5)

P123は長軸0.41m、 短軸0.37m、 深さ0.27mを測る円形のピットである。須恵器杯蓋(20)が出土する。

P124(第 9図、写真図版 6)

P124は長軸0.57m、 短軸 0.48m、 深さ0.45mを 測る円形のビットである。

-12-



6褐色シル ト 10YR4/4

SB03翌 4 1暗 褐色シル ト   10YR3/4
2掲色シル ト 10YR4/4

4褐色シル ト 10YR4/6

SB03 P9 1暗 褐色シル ト   10YR3/4
2褐色シル ト

SB03 P10 1暗 褐色シル ト   10YR3/3
2暗褐色シル ト   10YR3/3
3暗褐色シル ト   10YR3/3
4責掲色シル ト   10YR5/6
5にぶい黄褐色シル ト10YR4/3

SB03 Pll lに ぶい黄褐色シル ト10YR4/3

2灰 黄褐色シル ト  loYR4/2
3黄褐色シル ト   loYR5/6

地山ブロックを3%含む。
0 3cm程 の炭化物を微量含む、暗褐色土を20%合む。

地山ブロックを5%含む。

地山ブロックを40%含む、02～ 5cmの炭化物を微量含む。

地山ブロックを5%含む。
地山を帯状に3%含む。

地山ブロックを15%含む、0 3cm程 の炭化物、赤褐色粒を微量含む。

地山ブロックを10%含む、0 3cmの 赤褐色粒を微量含む。

地山ブロックを20%含む。

地山ブロックを5%含む、0 2cn程 の炭化物を微量含む。
暗褐色上を10%含む。

地山ブロックを5%含む。
暗褐色上を15%含む、0 4cm程 の赤褐色粒を微量含む。

地山ブロックを3%、 01�程の赤掲色粒を微量含む。
地山ブロックを20%含む。

地山ブロックを15%含む、03～ 5cm程の炭化物を微量含む。
地山ブロックを20%含む、0 2cm程 の炭化物を微量含む。

灰黄褐色上を10%含む。

地山を小ブロック状に10%含む。

地山をしみ状に50%含む。

地山ブロックを3%含む、0 2cm程 の炭化物を微量含む。
地山ブロックを5%含む、0 2cm程の炭化物、赤褐色粒を微量含む。
地山ブロックを3%含む。
地山ブロックを20%、 0 1cmの 炭化物を微量含む。

地山ブロックを5%含む。
黒褐色上を3%含む。
地山ブロックを5%含む。0 3cnの 炭化物を微量含む。
暗褐色土を10%含む。0 3cmの 炭化物を微量含む。

地山ブロックを20%含む、0 3cm程 の炭化物を微量含む。

地山ブロックを15%含む。

地山ブロンクを10%含む。

灰黄褐色上を10%含む。

地山ブロックを15%含む。

地山ブロックを15%含む、

地山ブロックを15%含む、

灰黄褐色土を10%含む。

0 2cm程 の炭化物を微量含む。

Φ2cm程の炭化物、赤褐色粒を微量含む。

第 13図 遺構図 (7)

第Ⅲ章 調査の成果

S803-P6

0 1:40(出 土状況図)lm

1:6(遺 物実測図)20cm

SB03-P10

Ｃ

一
７００ｍ

SB03-Pl

SB03 Pl l H音 掲色シル ト   loYR3/3
2黄褐色シル ト   10YR5/6
3暗褐色 シル ト   loYR3/4

SK08  1撹 乱 (ハサ穴 )
2暗褐色シル ト   10YR3/3

SB03 P2 3暗 褐色シル ト   10YR3/4
4暗 褐色シル ト   loYR3/4

S30許P3 1撹乱 (ハサ穴 )
2にぶい責褐色シル ト10YR4/3
3暗褐色ンル ト   10YR3/3
4暗褐色シル ト   10YR3/3
5暗褐色シル ト   10YR3/3

S303P5 1灰黄褐色シルト  loYR4/2
2灰黄褐色シルト  10YR4/2
3にぶい黄褐色シルトloYR4/8
4灰黄掲色シルト  10YR4/2
5黄褐色シルト   10YR5/6

SB08 P6 1撹 乱 (ハサ穴)

2黒褐色粘質±   2 5YR3/2
3黄灰色粘質±   2 5YR4/1

SB03 P7 1境 乱 (ハサ穴)

2暗褐色シルト   10YR3/3
3暗褐色シルト   10YR3/3

S303P8 1黒褐色シルト   10YR2/3
2黄褐色シルト   loYR4/3
8黒褐色シルト   loYR2/3

A
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第 1節 遺 構

P125(第 9図、写真図版 6)

P125は長軸 0.51m、 短軸 0.40m、 深さ0.15mを 測る円形のピットである。

P122～ 125においては、埋土はいずれも掲灰色シル トを基本とし、焼土塊を含む。焼土塊はSK12・

P123～ 125では少量、P122では多量に含む。SK12・ P123～ P125は竃廃絶後の上からの掘 り込みで

あり、焼土内P122は 竃使用時期に構築されたものと推定される。P122は個別の作業場もしくは生産

場であろうか。

5.土坑

SX07(第 14図、写真図版 10。 11)

長軸 5,30m、 短軸 2.1l m、 深さ0,85m、 を測る隅丸方形の大型土坑である。主軸方向はN-11° ―

Wを指し、ほぼ南北方向となる。断面形状はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は地山と包含層上が撹拌さ
れた状態であり、比較的短期間で人為的に埋められたと考えられる。遺物は土師器片が出上 したのみ

である。 SK02は埋没後に構築された遺構であり、SX07に伴うものではない。
SX08(第 14図、写真図版 10・ 11)

長軸 5.33m、 短軸 1.96m、 深さ0,35m、 を測る隅丸方形の大型土坑である。主軸方向はN-9° ―W
を指し、ほぼ南北方向となる。断面形状はほぼ垂直に立ち上がる。坦土は地山と包含層土が撹拌され

た状態であり、比較的短期間で人為的に埋められたと考えられる。遺物は土師器奏片 (29～ 31)が出土

する。深さが 1/2と なる点を除くとSX07・ SX08は 同じ様相を示すことから、両者は約 3.5mの 間隔

をもって併設されたと考えられる。

SK04(第 15図、写真図版 9)

長軸■40m、 短軸 1,12m、 深さ0.29mを 測る不整形の上坑である。遺物は7世紀後半の須恵器蓋杯

片 (23)が出土する。

SK05(第 15図、写真図版 9)

長軸 1,13m、 短軸 0.59m、 深さ0.53mを測る不整形の土坑である。北側と東側を撹乱に切られており、

全容は不明である。断面は方形を呈する。

SK08(第 15図、写真図版 12)

長軸 2.1l m、 短軸■20m、 深さ0.32mを 測る隅丸方形の土坑である。断面形状はほぼ垂直に立ち上

がる。埋土は地山と包含層上が撹拌された状態であり、比較的短期間で人為的に埋められたと考えら

れる。遺物は土師器片が出土したのみである。

SK09(第 15図、写真図版 9)

SK09は、長軸■43m、 短軸 1,12m、 深さ0.22mを測る楕円形の上坑である。埋土は黒色シル トに

若干焼土が混じっており多量の炭化物を含む。遺物は7世紀後半の能登式尖底製塩土器 (25。 26)が出

土する。製塩土器が全て細片の状態で出土している点、埋土に焼土が少ない点から、製塩土器を投棄

した土坑 と考えられる。炭化物のC14炭素年代測定を行った結果、7世紀後半という年代が示され、

製塩土器の年代と一致する結果となった。

-14-



第Ⅲ章 調査の成果

SA01

B も
SA01-P2

P79

⑩S畑ギ3
1Щ

SX08

SX08 1暗 褐色シル ト

2灰黄褐色シル ト
P87 3暗 褐色シル ト
P88 4暗 褐色シル ト
S1015 にぶい黄褐色シル ト

Ｅ

一〇Ｏｍ SA01-Pl

SA01 Pl l黒 褐色シル ト

2黒褐色シル ト
SA01 P2 1黒 褐色シル ト

2褐 色シル ト
SA01 P3 1黒 褐色シル ト

SA01-P2

10YR3/2 地山を5%含む、炭化粒を微量含む。
10YR3/2 地山をしみ状に30%含む。

10YR3/2 地山しみ状に30%含む。

10YR4/4 1層 上をしみ状に20%含む。

10YR3/2 地山しみ状に20%含む。

第 14図 遺構図 (8)

幕
ア

~▼ イ

「

彰 が
マ

下 f下 下
Kヌ

P108

P107

9
Pl17_

Pl14

く
|

SX07 1黄灰色粘質±   2 5YR5/1地 山土をブロック状に30%含む。
2黄灰色粘質±   2 5YR4/1地 山土を小ブロック状に80%含む、灰白色土を小ブロック状に30%含む、微細な赤色粒子を微量含む、炭化粒を微量含む。
3黄灰色粘質±   2 5YR4/1地 山土をしみ状に80%含む、灰白色土を小ブロック状に20%含む、遺物片含む。
4にぶい黄色粘質± 2 5YR6/4黄灰色土を小プロック状に20%含む、鉄分含む。

Plo9  Pl1 5

P103        P89

P102                 P90

饂   上

10YR3/3 地山プロックを30%含む。
10YR4/2 地山ブロックを50%含む、混合土。
10YR3/3 地山をしみ状に30%、 黒褐色シルトブロックを5%含む。
10YR3/3 地山小ブロックを5%、 黒褐色シルトブロックを5%含む。
10YR5/4 黒色、黒褐色シルトをしみ状に5%含む。

E'

SA01-P3  ~~~
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第 1節 遺 構

1暗褐色シルト loYR3/3
2暗褐色シルト ェむYR3/3

′  ・ ア  4イ: ′イクr trr

地山を小ブロッタ状に5%、 炭イヒ粒を微量含む。
地山をし―み状に400/c含む心

SK05

1黒褐色ン″卜lclYR3/1 地山ブ
'ッ
タを30/O含む。

2黒褐●シルトloYR3/1 地山ブ■ックをしみ状に19%含む。
,黒禍色シルトiCllRe/2 地山ブロックを29%含む。

7700■

Sk09 1黒褐色シルト   loYR2′3 03～弘4大の決イヒ物を5%含む。
lL山ブロックと灰黄褐色上を共に50/O含む。

2にぶい黄掲色シルトlo強4/8 02伽程の炭花粒を微量含む。
黒褐色上を150/O含むj

SB02-Pl

A

B
7700m SK08 S803-P2

SK08  1撹乱 (バサ穴)
ガ暗褐色シルト   loYR3/3

SB02-P1 3 畔守島tラクレト     loYR3/3

4暗褐色シルト   loYR3/4
5 1こボャヽ妄il島色ラ?レ トloYR4/3

SB03?21暗褐色シルト   10vR3/4
7暗樋色シルト   loYR3/4

地山プロックを40%含む、
地山ブロンクを10%含む、
地中ブロックを150/O含む。
地山ブロックを20%含む、
地山ブロッタをtO/。含む。
地山を帯状に3%含むも

02～ 5c14の炭化粒を微量含視

02cmXの炭化粧、赤褐色粒を微量含む心

02c�程の療化粒を微量含む。
1:6.(澄物実測動  20o�

A
7,700m  sB02fl

B'

第 15図 遺構図 (9)

ヒ

嘲

蜘
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SD01 1撹乱 ¢ヽサ穴)

'晴
褐色シルト10YR3/3.

3暗褐色シルト19YR3/ョ
SD02 1撹乱 (ハサ穴)
2暗褐色シルト10YR3/3

第血章 調査の成果

地山小プロックを30/O含むぅ

地山小ブロックを300/O含む。

地山小ブロツクを30%含む。

Ｂ一荊
BI

Ｄ０

１

SD02    P07

2     3

C'

=
P07

C'

3暗褐色ンルト 10YR3/3 地山小ブロッタを30/O含む。

ヴ

S001     ~Ｄ一輛

√
P20

P15 1暗協色シルト 10YR3/3
P14  1 暗褐色ッ,レ ト loYR3/3

2暗褐色シルト 10YR3/3

地山ブロックを5%含む。

地山小ブロックを30/O含む、炭化粒を彼量含むⅢ
地山小プロックを300/O含むく炭化粒を微畳含む|

Ｅ一枷

P20 1暗褐色シルト loYR3/3
2暗褐色シルト 1∝硝/8
P21 3暗褐色シルト 19YR3/3
P22 4暗褐色シルト lllYR3/3

Eユ

/     アイケ /イ イ/

地山小プロックを10%含む、炭化粒を微量含む。

地山小ブロックを30%含む、尿化紅を微量含む。

地山小プロッタを30/O含む、炭化粒を微量含むこ

地山小ブロッタを300/O含む、炭イヒ粒を微畳含むも

SD01   ど些

|:0(逢物実測図) 20cm

第16図 遺構図(10)
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第 1節 遺 構

SD08  P12 SD07  P13 SD06

10YR3/3 地山小ブロックを1%含む。
2545/41層 上を20%含む。
10YR3/3 地山小ブロックを5%含む。
2 5YR5/43層 土を30%含む。
10YR3/3 地山小ブロックを3%含む。
2 5YR5/45層 上を30%含む。
10YR3/3 地山小プロックを3%含む。
10YR3/3 地山小ブロックを40%含む。

1撹乱 (ハサ穴 )
P02 2暗 褐色シル ト

SK01 3灰 責褐色シル ト

SD03 4暗褐色シル ト
5暗褐色シル ト

SD04 6黄褐色シル ト
7暗褐色シル ト

SD05 8黒褐色シル ト
9暗褐色シル ト

A  P02 SD03     SD04    A'
7700m屯

蚕 f~下

SD05  SK01 SD04

9

10YR3/3 地山小ブロックを10%含む、
炭化粒を微量含む。

2 5YR4/1地 山小ブロックを5%、
炭化粒を少量含む。

10YR3/3 地山小ブロックを3%含む。
10YR3/3 地山を40%含む。
2 5YR5/4暗掲色シルトを10%含む。

10YR3/3 地山小ブロックを3%含む。
2 5YR3/1地 山を30%含む。
10YR3/3 地山小プロックを3%含む。

ド
一

Ｂ

一
〇ｍ

σ

一

Ｃ

一
〇ｍ

第 17図 遺構図 (11)

7700m耗
墨
諜
墨 姜

笠

~

んЮど        壁
6

SD06 1暗褐色シル ト
2黄掲色シル ト

SD07 3 H音褐色シル ト

4黄掲色シル ト
SD08 5暗褐色シル ト
6黄褐色シル ト

P12 7暗 褐色シル ト
P13 8暗 褐色シル ト
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第Ⅲ章 調査の成果

SK12(第 9図、写真図版 5)

長軸 0.87m、 短軸 0。72m、 深さ0。43mを測る隅丸方形の上坑である。遺物は土師器奏片 (27・ 28)が

出土する。

6.溝

SD01(第 16図、写真図版 12)

SD01は全長 9,60m、 幅0.96～ 0.62m、 深さ0.31mを 測る直線の溝である。主軸方向はE-16° 一N

を指し、掘立柱建物とほぼ直交する角度であることから区画溝の可能性が高い。遺物は8世紀の須恵

器杯蓋 (21)や土師器奏片 (22)な どが出土した。また、本調査後の次工事において西へ延びることが確

認されている。

SD03・ 04・ 05・ 06・ 07・ 08(第 17図、写真図版 12)

SD03～ 08は、中央の幅約3mの平坦地を境とし、東側にSD03～ 05、 西側にSD06～ 08が存在する。

心々間の距離は、SD03・ SD08間 で約 3.5～ 3.7m、 SD05。 SD06間 で約6.3mである。中央の平坦地

に硬化面は確認されなかった。畝状遺構の可能性が考えられるが、遺構面が削平されていることを考

慮すると、道路に伴う側溝である可能性も考えられる。いずれも主軸方向はN-12° ―Wを指し、ほ

ぼ南北方向となる。削平を受けたと考えられるSD05を除くと、全長8.58～ 5,40m、 幅 0.64～ 0.56m、

深さ0.15～ 0.06mを測る。遺物は須恵器。土師器の細片のみで時期を特定できるものは出土しなかった。

SB03と ほぼ同一の主軸方向を持つことから同時期に構築されたと考えられる。

第 2節 遺 物

本調査区から出上した遺物は、古代の須恵器、土師器を主体とし、中近世の遺物がわずかに認めら

れる。古代の遺物は8世紀～9世紀後半を主体とし、7世紀後半に位置付けられるものも認められる。

1.遺構出土遺物
S101造成上 (第 18図 1、 写真図版 13)

とは土師器の甕である。口縁部はわずかに外反しながら開き、端部はわずかに肥厚し丸くおさめる。

S101(第 18図 2～ 11、 写真図版 13)

2・ 3は須恵器である。2は無台杯である。底部はヘラ切り後不定方向のナデが施される。体部は丸

みをおびながら開く。3は有台杯である。底部はヘラ切り後ロクロナデが施され、体部は内外面とも

に丁寧にロクロナデが施される。高台脇から直線的に開いて立ち上がり、端部を丸くおさめる。焼成

不良で浅黄橙色を呈する土師質である。8世紀前半に位置付けられる。

4は製塩土器の口縁部である。体部は丸みをおびながら開いて立ち上がり、端部はわずかに摘み出

すように内側に延びる。内外面ともナデが施されているが、一部に輪積痕をとどめる。胎上に海綿骨

針を多量に含む。

5～ 11は土師器の奏である。5は口縁部が直線的に開き端部は九くおさめる。内外面ともナデが施

される。6は口縁部がS字状に屈曲し端部を面取りしている。内面はカキメ調整後にナデが施され、

外面は縦方向のハケ調整後にナデが施される。7は くの字状に屈曲する顕部から直線的に開きながら

立ち上がり、端部は丸くおさめる。内外面ともナデが施される。8は口縁部がわずかに外反しながら

立ち上がり、端部は九くおさめる。内面は横方向のハケ調整後ナデが施され、外面はナデが施される。

外面胴部には縦方向のハケが施されていたと考えられる。9は寸胴型の体部から口縁部が直線的に
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第 2節 遺

開き端部は面取 りされる。体部は内外面とも縦方向のハケ調整が施され、内外面顎部および口縁部内

面にはカキメ調整が施される。10は胴部上位に張りをもつ形態であり、くの字状に屈曲する顎部から

口縁部がやや外反しながら立ち上がり端部は面取 りされる。内面は胴部下半に細かい斜め方向のハケ

調整が、胴部上半に縦方向のハケ調整が施される。外面では胴部下半にケズリ調整が、胴部上半に縦

方向のハケ調整後ケズリ調整が施される。11は底部片である。平坦な底部脇から体部が丸みをおびて

立ち上げる。外面は縦方向のハケ調整後ナデが施される。いずれの奏も非ロクロ成形で丁寧な調整が

施されている。8世紀前半に位置付けられる。

SB01-P3(第 18図 12～ 13、 写真図版 14)

12は土師器の椀である。体部は丸みを帯びながら立ち上が り、端部は丸 くおさめる。

13は土師器の甕である。やや肥厚した頸部がくの字状に屈曲し、口縁部は直線的に短く開き、端部

は丸 くおさめる。内外面ともナデが施される。

SB02-P10(第 18図 14、 写真図版 14)

14は製塩土器の口縁部と考えられる。体部はわずかに丸みを帯びながら立ち上がり、端部は内側に

屈曲する。器面の剥落が顕著で、輸積痕を明瞭に留める。胎土には海綿骨針を多量に含む。棒状脚付

深鉢型土器の口縁部と考えられ、第 19図 25と 同様の形態と考えられ、7世紀後半に位置付けられる。
SB03-P4(第 18図 15、 写真図版 14)

15は土師器の小型奏である。体部は丸みを帯びながら立ち上がり、くの字状に屈曲した頸部から口

縁部は直線的に開き、端部は上方に立ち上がる。内面はカキメ調整後に一部ハケ調整が施される。外

面はカキメ調整後ナデが施される。9世紀中頃～後半に位置付けられる。

SB03‐P8(第 18図 16、 写真図版 14)

16は須恵器の壷である。内外面ともタタキが施されるが、外面はナデによリタタキロが消されてい

る。肩部片と考えられ、自然釉が認められる。

P122(第 19図 17～ 19、 写真図版 14)

17・ 18は土師器の甕である。17は体部中程が張る九みを帯びた形状を呈し、くの字状に屈曲した

顎部から口縁部が直線的に開き、端部は面取 りされる。内面は縦方向のハケ調整後ナデが施される。

外面は縦方向のハケ調整が施され、顕部にはユビオサエによるものか、爪形の圧痕が認められる。18

は口縁部がわずかに外反しながら立ち上がり端部は面取 りされる。内外面ともナデが施される。

19は製塩土器である。棒状脚付深鉢型土器の底部片と考えられる。内面は未調整であり、外面は不

定方向の素雑なナデが施される。胎土には海綿骨針を多量に含む。

P123(第 19図 20、 写真図版 14)

20は須恵器の蓋である。ケズリが施されやや丸みを帯びた天丼部からなだらかに端部へ下る。端部
は下方に短く屈曲し、断面三角形を呈する。

SD01(第 19図 21～ 22、 写真図版 14)

21は須恵器の蓋である。擬宝珠つまみをもつ天丼部からなだらかに端部に下り、端部は下方に短く屈

曲し、断面三角形を呈する。焼成不良で浅責橙色を呈する土師質である。8世紀前半に位置付けられる。
22は土師器の奏である。直線的に立ち上がる口縁部から口唇部が外反し、端部は鋭くおさめる。内

面はカキメ調整が施され、外面は体部と口縁部の一部に縦方向のハケ調整が施される。焼締りが強い。

SK04(第 19図 23・ 24、 写真図版 14)

23・ 24は須恵器である。23は蓋であり、日縁部にかえりをもつ。24は杯であり、九みを帯びた体

部から口縁部がわずかに外反し、端部は鋭くおさめる。7世紀後半に位置付けられる。
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第Ш章 調査の成果

SK09(第 19図 25。 26、 写真図版 15)

25。 26は製塩土器である。25は棒状脚付深鉢型土器で、口縁端部が内側に屈曲する。26は底部で、

内面は未調整で粘土のねじれた痕跡を留める。いずれも胎上に海綿骨針を多量に含む。

SK12(第 19図 27～ 28、 写真図版 14)

27・ 28は土師器の奏である。27は体部が直線的に立ち上が り、 くの字状に屈曲した顎部から口縁

部が直線的に立ち上が り、端部は面取 りされる。内面は体部に斜め方向のハケ調整が、日縁部に横方

向のハケ調整が施される。外面は縦方向のハケ調整後ナデが施される。

SX08(第 19図 29～ 31、 写真図版 15)

29～ 31は土師器の奏である。29は頸部から口縁部が外反しながら立ち上がり、端部は丸 くおさめる。

外面体部にカキメ調整が施される。30は 口縁部が直線的に立ち上がり、端部は上方に摘み上げるよう

に短く立ち上がる。内面にカキメ調整が施される。31は口縁部が直線的に立ち上がり端部は九くおさ

める。内面にカキメ調整が施される。

2.包含層出土遺物 (第 19図 32～ 34、 写真図版 14)

32～ 34は土師器の奏である。32は口縁部が途中で屈曲し外面に沈線が巡る。9世紀後半に位置付

けられる。33は 口縁部が外反しながら立ち上がり端部は鋭 くおさめる。34は くの字状に屈曲する顎

部から口縁部が直線的に開き、端部は面取 りされる。内外面ともにカキメ調整が施される。

3.Ⅱ 層出土遺物 (第 19図 35～ 38、 写真図版 14)

35～ 38は須恵器である。35は蓋であり、天丼部からなだらかに端部に下 り、端部は下方に短 く屈

曲し、断面三角形を呈する。36は杯である。36は底部脇から丸みを帯びて体部が立ち上がり、端部

は鋭 くおさめる。37・ 38は無台杯である。37は底部脇が屈曲して体部が直線的に立ち上がり、端部

は鋭 くおさめる。底部は回転ヘラ切 り後ハケ状工具によるナデ消 し調整が施される。38はケズリ調整

により丸みをおびた底部脇から体部が立ち上がり、端部は鋭 くおさめる。7世紀後半に位置付けられる。

第1表 出土遺物観察表
載

号

掲

番
土
構

出

遺
類
種
種
器

口径

(cm)

底径

(cm)

器高

(cm)

調整・施文

(上段外面、下段内面 )
胎土

色調

(上段外面、下段内面)
備考

1 S101
土師器

176
ヨヨナデ φ llnHl位の石英と微細

な長石を多量に含む

にぶい橙色

甕 ヨヨナデ にぶい橙色

2 S101
須恵器

(76) (22)
回転ナデ、回転ヘラ切 り φ llmll以内の白色

粒子を含む

天白色

杯 回転ナデ 天黄色

3 S101
須恵器

152 94 4.7
回転ナデ、回転ヘラ切 り φ llMll以 内の白灰

粒子を含む

浅黄橙色 貼付高台、

接合痕有台郭 回転ナデ 虎黄橙色

4 S101
製塩土器

(124)
摩滅の為調整不明 φ lmll以下の褐色

粒子を含む

陰色
輪積痕

鉢 ヨコナデ 陵色

5 S101
土師器

(17.7)
ヨ コナ デ φ lmln前後の自色

粒子を含む

にぶい黄橙色

奏 ヨコナデ にぶい黄橙色

6 S101
土師器

(192)
ヨコナデ、タテハケ φ lllull以内の白色

粒子と雲母を含む

にぶい黄橙色

甕 カキロ、ハケ 曳黄橙色

7 S101
土師器

(202) (38)
ヨコナデ φl剛前後の白灰褐色粒

子を多く含む、金雲母

にぶい橙色 外面―煤

付着甕 ヨコナデ、ハケ 橙色

8 S101
土師器

26.0
ヨコナデ、ハケ φ lllun以内の褐灰色

粒子と雲母を含む

にぶい黄橙色

甕 ヨコハケ後ヨヨナデ 浅黄橙色
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載

号

掲

番
出土
潰構

類
種
種
器

口径

(cm)

底径

(cm) 縞くｃｍ，
調整・施文

(上段外面、下段内面 )
胎土

色調

(上段外面、下段内面)
備考

S101
土師器

(242) (184)
ヨヨナデ、カキロ、ハケ φ llmll前後の灰白褐

色粒子と雲母を含む

にぶい黄橙色 着
痕
付
積
煤
輪長胴甕 ヨコナデ、カキロ、ハケ にぶい黄橙色

10 S101
土師器

25.0 (21.6)
ヨコナデ、ハケ、ケズリ φ211un前後の白黒褐

色粒子を多く含む
にぶい黄橙色 外面煤

付着甕 ヨコナデ、ハケ 灰黄褐色

S101
土師器 事滅の為調整不明 φ lllllll前後の白灰褐

色粒子を多く含む
にぶい黄橙色

甕(底部) 摩減の為調整不明 浅黄橙色
SB01
P3
土師器 摩減の為調整不明 φl剛前後の白灰色

粒子を少量含む
灰白色

椀 ナ デ 灰白色
SB01
P3
土師器

(43)
ヨコナデ摩滅の為調整不明 φ lmll以内の白灰色

粒子を含む
にぶい黄橙色

萎 ヨコナデ摩滅の為調整不明 茂黄橙色

14
SB02
P10
製塩土器

(2.7)
ヨコナ デ

海綿骨針多量含む
淡橙色 輪積痕

明瞭深鉢 ヨコナデ 淡橙色
ＢＯ

Ｐ４

Ｓ 土師器
(174)

ヨヨナデ、カキロ φl～2mmの 白灰褐色
位子を含む

茂黄橙色
反転実測小 菱 ヨコナデ、カキロ、ハケ にぶい橙色

ＢＯ

Ｐ８

Ｓ 須恵器
(4.4)
タタキ、ロクロナデ φ2～3mmh英少量、φl^

脈 白色粒多量に合む
天白色

肩部片壼 タタキ 青灰白色

P122
土師器

20.0 (120)
ナデ、ハケ φ lmull前後の自灰褐色

粒子を多く含む
虎黄橙色

萎 ナデ、ハケ 曳黄橙色

P122
土師器

240 (2.5)
ヨコナデ

雲母、金雲母少量含む
浅黄橙色

甕 ヨコナデ 浅黄橙色

P122
製塩土器

(2.7)
ナ デ

海綿骨針少量含む
橙色

深鉢 橙色

20 P123
須恵器

180
コ転ナデ、ケズリ φ llnln位 の黄褐色粒を

少量含む
灰白色

蓋 回転ナデ 灰白色

SD01
須恵器

13.2
回転ナデ、回転ヘラ切 り φlllullの 白色粒子を少

量含む
茂黄橙色

蓋 回転ナデ 浅黄橙色

つ
々 SD01

土師器 ナデ、ハケ φ lllull以内の白色粒子
と雲母を多く含む

にぶい責褐色
接合痕

甕 ナデ、ハケ にぶい褐色

SK04
須恵器

(110)
回転ナデ、回転ヘラ切 り φ lllull以内の自灰色粒

子を含む
灰白色

蓋 回転ナデ 灰白色

SK04
須恵器

(1■4) (2,7)
ヨコナデ φ lllull以 内の自灰色粒 灰黄色

杯 ヨコナデ 子を含む 灰黄色

SK09
製塩土器 ヨヨナデ

海綿骨針少量含む
淡橙色 輪積痕

明瞭深鉢 ヨヨナデ 淡橙色

SK09
製塩土器 墜滅の為調整不明 φ lmm前後の自褐色粒

子を少量含む
橙色

深鉢 摩滅の為調整不明 橙色

SK12
土師器

(16.9)
ヨヨナデ剥落 φ llnnl前後の白灰褐色

位子を多く含む
とこぶ Vヽ裕色

煤
甕 ハ ケ 灰黄褐色

SK12
土師器

(198) (3.7)
ヨコナデ φ llllll以内の白黒褐色

位子と雲母を含む
にぶい黄橙色

外面煤
奏 ヨヨナデ、カキロ にぶい黄橙色

SX08
土師器

18.0 (4.3)
ヨコハケ φ lllun前後の灰褐白粒

子を多く含む
天自色

甕 ナデ 天白色

SX08
土師器

230
ナデ φl血前後の自褐灰色

粒子と雲母を含む
愛黄橙色

奏 ハ ケ 陰色

SX08
土師器

(22.6) (2.4)
墜滅の為調整不明 φ lllull前後の白灰褐色

粒子を多く含む
灰自色

奏 ハ ケ 浅黄橙色

鎗
層
土師器

18,4 (2.4)
ヨコナデ φ lllun以下の石英少量

含む
茂黄橙色

甕 ヨヨナデ 浅黄橙色

鈴
層
土師器

23.0 (2.4)
ヨヨナデ φl剛位の石英多量に含む、

その他、φlmm位の砂粒多量
浅黄橙色

奏 ヨヨナデ 茂黄橙色

鈴
層
土師器 ヨコナデ、カキロ

金雲母含む
浅黄橙色

鍋 ヨコナデ、カキロ 茂黄橙色

Ⅱ層
須恵器

20.0 (1.の
回転ナデ、ケズリ φl～2mmh英とφ14ull以下

の白色粒を多量に含む
灰白色

蓋 回転ナデ、ナデ 灰白色

Ⅱ層
須恵器

15,8
刀
仕

回転ナデ、ナデ φ lllull以下の石英多量
に含む

灰白色
杯 回転ナデ 灰白色

７
′ Ⅱ層

須恵器
12.2

回転ナデ 底部回転ヘラ切り
海綿骨針少量含む

灰自色
杯 回転ナデ 灰白色

38 Ⅱ層
須恵器

9,8 60
回転ナデ、ケズリ

砂粒少ない
灰白色

杯 回転ナデ 灰自色

-22-



第Ⅲ章 調査の成果
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第Ⅳ章 自然科学分析

はじめに

百塚住吉D遺跡は、射水平野の東端、神通川旧流路左岸の河岸段丘上に位置する。本遺跡では、発

掘調査の結果、古代 (奈良時代後期～平安時代前期)の掘立柱建物や大型土坑、竪穴建物、溝、畠跡、

柵列などが確認されている。また、前述 した大型土坑 (SX07。 SX08)に ついては、他の遺構との配置

関係や遺構の規模・形態などから馬小屋の可能性が示唆されている。

本報告では、上記した大型土坑が馬小屋であった場合、敷藁や家畜の糞尿などの痕跡が残存してい

る可能性があると仮定し、これらの痕跡の検証を目的として、自然科学分析調査を実施 した。また、

土坑 (SK09)の年代の検討を目的として、放射性災素年代測定も合せて実施した。

第 1節 SX07
1.試料

対象とされた大型土坑 (SX07)は 、規模が長さ5.3m、 幅 2.2m、 深さ0。8mを 測 り、覆土は責色およ

び黒色の偽礫 (ブロック)を 主体とする堆積物により埋め戻された状況が確認されている。試料は、上

記した埋め戻し土の下位、土坑の床面直上より採取された灰色シルト(SX07床上粘質土)と、対照試

料として採取された黄灰色シルト(地山)の 2点である。

分析調査は、SX07床上粘質土を対象に花粉升妖、寄生虫卵分析、植物珪酸体分析を実施した。また、

SX07床上粘質土と地山の2点を対象に、土壌の化学性 (リ ン酸、腐植)について検討した。

2.分析方法
(1)花粉分析・寄生虫卵分析

寄生虫卵分析および花粉分析は、金原 。金原 (1992)な どを参考に処理を行った。寄生虫卵の密度が

高い場合は、無処理に近い状態で観察可能である。ただし、今回は試料の状況や概査結果から寄生虫

卵の数が少ないと判断されたため、花粉分析に準 じた手法を用いて寄生虫卵の濃集を行なった。

試料 10 ccに ついて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液 (臭化亜鉛,比重 2.3)に よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸9:濃硫酸 1の混合液)処理による

植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリ

ンで封入 してプレパラー トを作成し、400倍の光学顕微鏡下で、出現する花粉・胞子化石や寄生虫卵

について同定 。計数する。同定は、当社保有の現生標本はじめ、Erdman(1952,1957)、 Faegri and

lversen(1989)な どの花粉形態に関する文献や、島倉 (1973)、 中村 (1980)、 藤木・小浮 (2007)な どの

邦産植物の花粉写真集などを参考にする。

結果は同定・計数結果の一覧表、及び分布図として表示する。図表中で複数の種類を「―」で結んだ

ものは、種類間の区別が困難なものを示す。図中の木本花粉は木本花沙総数を、草本花粉・シダ類胞

子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。なお、

花粉化石含量と寄生虫卵含量は、濃度が異なることが多いため、残澄の濃度を変えてプレパラートを

作成し、同定を行う。また、分析残Δ中の花粉化石量や寄生虫卵量を測定するため分析量や分析残澄量、

プレパラー ト作成量などを精密に測定し、l ccあ たりの含量を求める。
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第1節 SX07

(2)植物産酸体分析

土壌試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム ,

比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その間に出現するイネ科業部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以

下、短細胞珪酸体)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体)を、近藤 (2010)

の分類を参考に同定し、計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラー ト作成に用い

た分析残澄量を正確に計量 し、堆積物 lgあ たりの植物珪酸体含

量 (同定した数を堆積物 lgあたりの個数に換算)を求める。なお、

光学顕微鏡での観察の際には珪化組織片の産状にも注目した。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各分類群の

含量は100単位として表示し、100個 /g未満は「<100」 で表示する。

また、各分類群の植物珪酸体含量を図示する。

(3)土壌理化学分析

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナ ドモリブデン酸比色法、腐

植はチューリン法で実施する(土壌標準分析・測定法委員会 ,1986)。

以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽 く粉砕 して 2.00 1Hllの 師を通過させる (風乾細

土試料 )。 風乾細土試料の水分を加熱減量法 (105℃ 、5時間)に よ

り測定する。風乾細土試料の一部を粉砕 し、0.5 11ull φの飾を全通

させる(微粉砕試料 )。

リン酸含量は、風乾細土試料 2.00gを ケルダール分解フラスコ

に秤量し、硝酸約 5 mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸

約 10mlを 加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100ml

に定容してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発

色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。測

定値 と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量

(P205mg/g)を求める。

腐植含量は、微粉砕試料 0.100～ 0.500gを 100ml三角フラスコ

に正確に秤 りとり、0.4Nク ロム酸・硫酸混波 10mlを正確に加え、

約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.20/Oフ ェニ

ルアントラニル酸液を指示薬に0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で

滴定する。滴定値および加熱滅量法で求めた水分量から乾土あた

りの有機炭素量 (Org‐C乾土%)を求める。

第2表 花粉 。寄生虫卵分析結果

分類群

SX07
床上
粘質土

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属 (不明)

スギ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

ニレ属―ケヤキ属

ウコギ科

ミズキ属

エゴノキ属

スイカズラ属

１

４

２

１

７７

４０

３３

５

２

２

６

１

６

１

１

草本花粉

イネ属

他のイネ科

ソバ属

アカザ科

スベリヒユ属

ナデシヨ科

アブラナ科

カタバミ属

スイカ属― トウガン属

ヨモギ属

タンポポ亜科

７８

０８

・０

４

２

５

■

１

３

１

１

つ
々

不明花粉

不明花粉 1

シダ類胞子

他のシダ類胞子

計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

合計 (不明を除く)

つ
々
　
ガ
■
　
１
■
　
１
■
　
ワ
ｒ

‐８

３２

　

５

５５

l ccあ たりの花粉化石数

l ccあ たりの寄生虫卵数

lccあたりの微地戊量

400

63,000
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第21図 植物珪酸体含量
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3.結果

(1)花粉分析・寄生虫卵分析

結果を第2表、第20図に示す。SX07床上粘質からは、

寄生虫卵は検出されなかった。一方、花粉化石は、保

存状態が比較的良好であり400個 /cc検出されたが、こ

れは低湿地堆積物の1/10～ 1/100以下の含量である。

花粉化石は、草本花粉の割合が高 く、花粉・胞子全体

の60%を 占める。特にイネ科が高率で検出され、栽培

種のイネ属も含まれる。イネ科全体に対するイネ属の

割合は約 300/Oである。なお、「他のイネ科」の中にはイ

ネ属の可能性はあるが録存が悪 く明瞭な特徴が確認で

きないものも含まれるため、実際にはその割合は幾分

高 くなると推定される。この他の栽培種 としては、ソ

バ属やスイカ属― トウガン属も検出された。

木本類は、マツ属 (主に複維管束亜属)が 60%以上を

占め、次いでスギ属が多い。この他に、コナラ亜属、ニ

レ属―ケヤキ属、ミズキ属などが検出される。
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分類群

SX07
床上

粘質土

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

クマザサ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科オオムギ族

不明 (ヒ ゲシバ型 )

2,200

200

500

100

100

<100

1,200

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

クマザサ属

タケ亜科

不明

０

　
０

　
０

０

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

合 計

０

　
０

０

４

　
１

　
５

４

　
１

　
５

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

イネ属組織片

クマザサ属短細胞列

*

**
***
*



第1節 SX07

(2)植物珪酸体分析

結果を第3表、第21図 に示す。SX07床上粘質土からは、クマザサ属や栽培植物のイネ属に由来す

る珪化組織片が検出される。イネ属の珪化組織片には、籾 (穎 )に形成される穎珪酸体や葉部の短細胞

列が多く、部位不明の組織片も非常に多く認められる。

単体の植物珪酸体も検出され、保存状態は概して良好である。栽培種のイネ属の短細胞珪酸体の含

量が高く、この他にクマザサ属を含むタケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ

亜科なども検出される。また、栽培種を含むオオムギ族の短細胞列もわずかに見られる。

(3)上壊理化学分析

結果を第4表に示す。SX07床上粘質土と地山の2試料の野外土性 (ベ ドロジス ト懇談会編、1984)は、

ともにHC(重埴土)と 粘質な土壌である。SX07床上粘質上の土色は2.5Y4/3オ リーブ褐、地山の上

色は2.5Y4/6オ リーブ褐であり、SX07床上粘質上の黒味がやや強い土壌である。

腐植含量は、SX07床上粘質土が 1.07%、 地山が0.740/0と 両者ともに低い。リン酸含量は、SX07床

上粘質上が2.03mg/g、 地山が 1.69mg/gで あり、地山に比べ床上粘質土が腐植含量、リン酸含量とも

に高い値を示す。

4.考察

(1)大型土坑の性格

馬小屋と想定された大型土坑 (SX07)については、遺構機能時の痕跡が残存すると考えられる土坑床

面 (底面)上の堆積物について分析調査を行った。ウマに感染する寄生虫のうち、糞便中の卵によって

感染が拡大するのは、線虫類の回虫や円虫などが知られている。また、ウマは草食性であることから、

食草に花が混じっていれば、それが糞便とともに排泄され、花粉塊として残る可能性が期待された。

ただし、今回の分析調査では、寄生虫卵や花粉塊を確認することはできなかったため、これらの痕跡

を見出すには至らなかった。また、土壌の化学性では、リン酸含量はSX07床上粘質上が 2.03 mg/g、

地山が 1.69mg/gと 、土坑試料でやや高い値を示した。ただし、リン酸含量は、既存の調査事例など

を参考とすると、自然状態の範疇にあると言える (田中・坂井 ,2007な ど)。 さらに、腐植含量も土坑

試料で高い値を示すことから、SX07床上粘質上のリン酸含量は土壌腐植に由来する可能性が高い。

一方、敷藁の痕跡の検討として実施した植物珪酸体分析では、イネ属の業部や籾 (穎 )イこ由来する珪

化組織片やクマザサ属の業部に由来する珪化組織片が検出された。この結果から、稲藁や稲籾、クマ

ザサ属の葉などの植物体が土壌中に混入していたことが推定される。なお、本試料からはイネ属以外

の栽培植物の花粉化石が確認されており、大型土坑付近には畠跡とされる畝状遺構が検出されている

ため、遺構周辺の上壌などの影響も考えられる。したがって、今回の分析結果を敷真の痕跡と評価す

るには、畠跡の堆積物との比較などの検討も重要と考える。

(2)古植生

大型土坑試料 (SX07床上粘質土)における花粉化石群集では、イネ科の多産を特徴とする草本花粉

の割合が高いという特徴が認められた。草本類では、栽培種のイネ属をはじめとして、ソバ属やスイ

カ属― トウガン属が検出されたことから、周辺域でのこれらの栽培が推定される。また、アカザ科、

スベリヒユ属、ナデシコ科、アブラナ科は、人里や田畑の雑草として周辺に分布したと考えられる。

また、植物珪酸体に認められたクマザサ

属を含むタケ亜科は、周辺の森林の林床に生育した、あるいは篠地を形成していたと推定される。

一方、木本花粉ではマツ属が多く認められた。マツ属は成長が早く、痩地にも育つ陽樹であること
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第Ⅳ章 自然科学分析

第4表 土壊理化学分析結果

試料名 土性 土 色 腐植含量(%) P205(mg/g)

SX07床上粘質土 HC 25Y4/3 オリーブ褐 ワ
イ
（
Ｖ 2.03

地山(比較対照試料 ) HC 2.5Y4/6 オリーブ褐 0.74 169

土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修 ,1967)に よる。
土性 :土壌調査ハンドブック(ペ ドロジスト懇談会編,1984)の 野タト土性による。
HC:重埴土 (粘±45～ 100%、 シルト0～ 55%、 砂0～ 55%)

から、植生が破壊された場所に二次林として生育するほか、護岸や防風を目的として植林されること

も多い。次いで多 く認められたスギ属は、谷筋や低地などに成育したと考えられるが、有用材である

ことから上記したマツ属と同様に植林されることが多い。なお、マツ属やスギ属は、ともに風媒花で

花粉生産量が多いことから、実際の周辺植生よりも高率となる。おそらく、当時の周辺植生は草本類

が主体であり、マツ属やスギ属は、周辺の山地や丘陵などに生育していたと考えられる。この他に検

出されたハンノキ属、コナラ亜属、エレ属―ケヤキ属、ウコギ科、ミズキ属等はいずれも陽樹である。

また、成長が早 く、萌芽による再生が可能な種類を含む事から、河畔や林縁など傷害を受けやすい場

所にも生育可能である。本遺跡が神通川の旧流路や呉羽丘陵の縁辺に立地することから、これらが付

近に生育していたことは調和的と言える。

野32:市  SK09
1.試料

試料は、SK09よ り採取された炭化物混じりの暗掲色シル トである。本分析では、試料中に確認さ

れた炭化材より、残存径約 6 11ullの小径木の炭化材片 (炭化材 1)と 、 l cm角程度の炭化材片 (え化材 2)の

2点を抽出し、双方を対象に炭化材同定、前者について放射性炭素年代測定を実施した。

2.分析方法
(1)放射性炭素年代測定

試料に土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超

音波洗浄などにより物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる
腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、HClに よるアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去

する(酸・アルカリ・酸処理 )。

試料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空

にして封じきり、500℃ (30分 )850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素 +エ タノールの温

度差を利用し、真空ラインにてC02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したC02と鉄・

水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で 10時間以上加熱し、グラフアイ ト

を生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径 l lmllの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C―AMS専用装置(NEC
Pelletron 9SDH-2)を 使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供され
るシュウ酸 (HOX― Ⅱ)とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13C/12Cの 測定も

行うため、この値を用いてδ13Cを算出する。
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放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とし
た年代 (BP)であり、誤差は標準偏差 (One sigmaぉ 80/0)に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRA� I CALIB REV6.0.0(Copyright 1986-2010 M Stuiver

and PJ Reimer)を 用い、誤差として標準偏差 (One Sigma)を 用いる。暦年較正とは、大気中の14C濃

度が一定で半減期が5,568年 として算出された年代値に姑し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動に

よる大気中の 14C濃度の変動、及び半減期の違い(14Cの半減期 5,730± 40年 )を較正することである。

暦年較正は、CALIB REV6.0,0の マニュアルにしたがい、1年単位まで表された同位体効果の補正を行っ

た年代値を用いて行う。また、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用い、測定誤差 σ、2σ (σ

は統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、2σ は950/Oの確率で存在する範囲)の値を計算する。

表中の相対比とは、σ、2σ の範囲をそれぞれ1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を

相対的に示したものである。較正された暦年代は、将来的に暦年較正曲線等の改正があった場合の再

計算、再検討に対応するため、1年単位で表された値を記す。

(2)炭化材同定

試料を自然乾燥させた後、木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作

製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生

標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)や Wheeler他 (1998)を参考にする。また、日本

産木材の組織配列は、林 (1991)や 伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

SK09炭化材 1の 同位体効果による補正を行った測定結果 (補正年代)は 1,330± 20yrBPを 示す。また、

補正年代に基づく較正暦年代 (測定誤差 σ)は cЛAD658-calAD688で ある(第 5表 )。

(2)炭化材同定

SK09の炭化材 2点は、いずれも落葉広葉樹のオニグルミに同定された。以下に、解剖学的特徴等

を記す。

。オニグルミ欲昭力
“
阿pr2ご並urica Maxim.subsp.能 わ研置加β(Maxim。)Kitamura)ク ルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または2‐3個が放射方向に複合して散在 し、年輪界に向かっ

て径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織はほぼ同性、1-3細胞幅、

1-40糸田Hユ存華。

4.考察

SK09よ り出土した炭化材は、2点 ともに落葉高木のオニグルミであった。オニグルミは、成長が早

く、萌芽による再生が可能であるため、土地条件の悪い場所でも生育可能である。このため、遺跡周

辺の地形環境においても生育可能であることから、付近に生育した樹木を利用したと推定される。ま

た、SK09 λ化材 1は 7世紀後半頃に相当する較正暦年代を示した。本遺跡の発掘調査結果によれば、

奈良時代後期～平安時代前期の集落であることが明らかとされているが、災化材が示した年代はこれ

よりやや古い値と言える。
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第5表 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試 料
補正年代

(yrBP)
δ13C (%。 )

補正年代

(暦年較正用)

(yrBP)

暦年較正年代 (cal) 相対比
測定機関

Code No.

SK09炭化材 1
(オニグルミ)

1,330± 20 -26.45± 0.38 1,332± 22

σ cal AD 658 - cal AD 683 1.000
IAAA―

1114942σ
cal AD 65 - cal AD 708

cral AD 747 - cal AD 765

0.898

0102
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1マツ属 (SX07床上粘質土)
3ブナ属 (SX07床上粘質土)
5,ミ パキ属 (SX07床上粘質土)
7.ソバ属 (SX07床上粘質土)

50μ m

2,スギ属 (SX07床上粘質土)
4イ ネ属 (SX07床上粘質土)
6ナデシヨ科 (SX07床上粘質土)
8.スイカズラ属 (SX07床上粘質土)

第 22図 花粉化石
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|■■■■■日|■■■ 200 μ mia

200 μ m:b,c

と

1.イネ属短細胞列 (SX07;床 上粘質土)
3.ヨ シ属短細胞珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
5,オオムギ族短細胞珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
7.ク マザサ属機動細胞珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
9.イ ネ属組織庫 (SX07;床 上粘質土)

2.ク マザサ属短細胞列 (SX07;床 上粘質土)
4.ススキ属短細胞珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
6.イ ネ属機動細胞珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
8.イ ネ属穎珪酸体 (SX07;床 上粘質土)
10.オニグルミ(SX09,2)a:木 口,b:柾 目,c:板 目

第23図 植物珪酸体・炭化材

50μ m

(5-9)
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第V章 総 括

第 1節 ま と め

本遺跡で確認された遺構は、竪穴建物 1棟、掘立柱建物 3棟、柵列 1列、土坑 13基、溝21条、ピッ

ト136基、大型土坑 (馬小屋)2基である。遺物は7世紀後半～9世紀後半の須恵器・土師器・製塩土

器が出土し、帰属時期は8世紀～9世紀が主体となる。遺構は壁部の立ち上がりが緩やかもしくは急で、

暗褐色土の埋土を基本とする。遺構の主軸方向は真北もしくは直交する東西方向を基本とし、S101の

み真北からやや東に寄る。

出土遺物から遺構の帰属時期は、7世紀後半～8世紀前半、8世紀後半～9世紀後半と大きく2時期

に区分できる (第 24図 )。 前半期はSK04・ SK09。 S101が該当する。SK04か らは須恵器片が、SK09

から製塩土器片が出土し、いずれも7世紀後半に比定される。S101は 地山を掘削した後に床面を造成

する竪穴建物であり、床面上には壁溝が構築され、遺構の隅には柱穴が配置される。遺物は8世紀前

半に比定される土師器が出土する。

後半期はSB01・ SB02・ SB03,SD01・ SD03～ 08。 SA01・ SX07・ SX08が該当し、SB02が 8世紀

後半～9世紀前半、その他が9世後半に細別される。SB03は東西方向4間、南北方向2間の側柱建物

となり、P4か らは9世紀中頃～9世紀後半に比定される土師器片が出土する。SB01・ SD03～ 08・

SA01。 SX07・ SX08は SB03と 同一の主軸方向を持つことから、SB03と 同時期の築造と考えられる。

SD01は 8世紀前半に比定される須恵器片が出上しているが、SB03の 主軸方向と直交している点から

SB03と 同時期の築造と判断した。よって出上 した須恵器片は後世に流入したものと考えられる。

SB02は南北方向3間、東西方向2間の側柱建物である。SB03と の直接の切 り合い関係はなく、ほぼ

同一の主軸方向を持つことから、SB03の前後に築造されたと考えられる。遺構の帰属時期が 10世紀

に下らないため、SB02は SB03よ りも前に築造されたと判断した。SX07・ SX08については規模が大き

く並列して配置されていることから馬小屋と推測できる。これについては第2節で述べることとする。

本調査区の西隣で平成22年度に発掘調査が行われている (第 25図 )。 本調査区から南西へ約30m離

れた箇所に1区が、1区からさらに南西に約30m離れた箇所に2区が存在する。l区からは土抗 11基、

溝 1条が確認され、2区からは井戸 2基、土坑8基、溝 13条、ピット8基が確認されている。主要遺

構は2区の溝であり、用水路もしくは排水路の機能を有していたと考えられている。遺物は8世紀後

半～9世紀前半の須恵器・土師器が出土し、遺構の帰属時期も出土遺物の時期に準ずる。遺構の主軸

方向は1区・2区を通して真北の主軸方向が基本となる。本調査区と平成22年度調査区の主軸方向が

同一であるので、両者が一連の遺跡であると考えられる。また出土遺物の帰属時期が同時期である点、

調査区が隣接している点が、一連の遺跡としての裏付けになるであろう。よって本遺跡全体では、用

水路もしくは排水路の東側に集落活動の中心が存在し、この活動は少なくとも7世紀後半～9世紀後

半にかけて行われていたものと考えられる。この時期の当該地域周辺は古代の寒江郷に比定されてお

り、関連性が認められる。

寒江郷は古代の射水郡、現在の富山市北西部に位置する。この寒江郷を開墾した中心集落跡地として

長岡杉林遺跡が存在し、帰属時期は8世紀前半～ 10世紀とされる。周辺では北代遺跡などで同時期の集

落遺構が確認されており、寒江郷を構成する一集落として捉えられる。本遺跡も長岡杉林遺跡の帰属時

期と同時期の様相を示すことから、寒江郷の中心集落との関連性を持つものとして位置づけることがで

きる。平成22年度調査では集落活動に関連する遺構が確認できず、寒江郷の一集落としての存在を推
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測するのみに留まったが、本調査により寒江郷の一集落が展開していたことが明らかとなった。また本

調査区の西に近接する人町Ⅱ遺跡では、京都下鳴社領荘園「寒江荘」との関連が注目される中世期の集落

遺構が確認されており、当該集落がその前身として推測されることも付言しておく。今後、資料の蓄積

によって、古代から中世にかけての寒江郷構成集落の詳細が明らかになることを期待したい。

匠三]7世紀後半

田田B8世紀前半

A

7世紀後半～8世紀前半

□

田

8世紀後半

9世紀

第 24図 主要遺構変遷図
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第 2節 馬小屋について
SX07・ SX08は県内では類例を見ない大型土抗であると共に両遺構が約 3.5mの間隔をもって併設

されていることから馬小屋と推測される。馬小屋は馬を収める施設であると同時に堆肥作成の機能も

兼ねていた。堆月巴は敷藁と馬から〕F泄される糞尿を、馬自身に撹拌させることで作り出す。床を竪穴状

に掘下げるのは堆肥が外に洩れないための措置である。この堆肥作成方法は、近世に著された『百姓伝言己』

の中にも記載されており、古代から近代において共通するものと考えられる。本節では馬小屋の代表的

な報告事例や自然科学分析の結果をもとに、両遺構についての馬小屋の可能性を検討していきたい。

馬小屋遺構の報告事例

○南広間地遺跡第9次調査27地点の235号竪穴状遺構(8世紀半ば～中世以前、東京都)

東西2間、南北2間の掘立柱建物の中央に竪穴状遺構が付設される。廃絶時期が不明であるが少な

くとも古代期の範疇に収まるものと考えられている。

○上浜田遺跡のSB04(14世紀後半～15世紀前半、神奈川県)

東西3間、南北2間、南側に廂が付く掘立柱建物内の西側に竪穴状遺構が付設される。歯口とたず

なを結ぶ馬具の環状金具が出上したことから馬小屋と考えられている。

○梅原胡摩堂遺跡のSB102。 SK3019(14世 紀～15世紀、富山県)

東西2間、南北2間の掘立柱建物内の東側に竪穴状遺構が付設される。竪穴状遺構は西側が張り出し、

中央やや西よりの窪みが尿溜めと考えられている。なお、本事例のみ調査報告後の検討によって、

馬小屋と考えられた遺構である。

○水橋金広・中馬場遺跡のSB05。 SX07(14世紀後半、富山県)

北側に半間分の張り出しが付く東西2聞以上、南北3間の総柱建物であり、掘立柱建物内に竪穴状

遺構 (SX07)が付設される。SX07は隅九方形を呈し、埋没後に南辺を生かした南北3～ 3.5mの方形

竪穴状遺構が再構築される。本遺構の北西側に居住施設と考えられる掘立柱建物が検出されており、

当該建物に直交し、竪穴状遺構が伴う本遺構は馬小屋の可能性が指摘されている。

○落川 。一の宮遺跡の1号 。2号 。3号馬小屋(17世紀末～ 19世紀後半、東京都 )

3棟が確認されており、いずれも隅九方形の竪穴状遺構の周囲に柱穴が配置され、中央部に尿溜め

と考えられる楕円形の掘り込みが存在する。

馬小屋遺構は古代～近世にかけて確認されており、報告事例から次のような特徴が挙げられる。馬

小屋遺構には馬小屋を建物内に構築するタイプと、建物外に構築するタイプが存在する。建物外の場

合、竪穴状遺構の周囲に柱穴が配置される。いずれのタイプも、竪穴状遺構内にはカマドや炉を持た

ないことを基本とし、尿溜めと考えられる掘り込みを伴う場合がある。この構造は時期を問わず確認

されおり、近代における馬小屋の民俗例とも一致することから同一の構造で築造されてきたことが考

えられる。また、篠崎氏によって竪穴状遺構の床面が傾斜する点、出入口に張り出しやスロープを伴

う場合もある点が指摘されている(2010篠崎)。 竪穴状遺構の平面形は隅丸方形・長方形を呈する。大

きさは2mを超えるものが主となり、深さは15 cmの ものから2mを超える民俗例もあり幅広い。床面

の傾斜は尿が一定の箇所に集まるよう工夫されており、傾斜はきついものからゆるいものが存在する。

傾斜の形状が中央を窪ませる中華鍋状のものと、端から端へ下降する一方向のものがある。報告事例

に基づいた形体的特徴と篠崎氏の指摘点をまとめると馬小屋の特徴は次のとおりとなる。
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・

⑥◎
③

ｌ

◎

東京都 南広間地遺跡第9次調査27地点 235号竪穴状遺構
(日 野市遺跡調査会1997『南広側地遺跡9』 より再トレース)

八

富山県 水橋金広 ,中馬場遺跡  SB05‐ 。SX07
(富山市教育委員会2006『富山市水橋金広・中馬場意跡発掘調査報告書I』

より再トレース〕

②
　
　
　
　
一
胸

◎
ト

⑧ ③

0 ◎

富山県 梅原胡麻堂遺跡 SB102・ SK3019
山県文化振興財団1994『梅原朗麻堂進跡発掘調査報告』より再トレース

八

0
◎

⑬

④ ③

ｌ

6
③

醒

⑥

神奈川県 上浜田遺跡 SB04
(神奈川県教育委員会1979『上浜田遺跡』より再トレース)

第26図 馬小屋遺構図 (1)
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第27図 馬小屋遺構図 (2)

①カマドや炉を持たない大型の竪穴状遺構である。

②竪穴状遺構の床面が傾斜している。

③竪穴状遺構の床面に尿溜め、出入口に張り出しやスロープを伴う場合がある。

この条件にSX07・ SX08の両遺構を照らし合わせると、いずれも① o②の特徴に該当し、馬小屋と

しての構造を持つことが言える。①についてはいずれもカマドや炉を持たない大型の竪穴状遺構であ

る。②についてはいずれも南から北へ緩やかに下降する一方向のもので、傾斜はSX07・ 08共に約 10 cm、

下降する。③については尿溜めが確認されていないため敷藁は頻繁に取り替えられたものと考えられ

る。あるいは床面の下降先に存在した尿溜めが、撹乱により消失してしまったとも推測できる。周囲

の遺構を含めて検討すると、SX07は廂 (SA01)の付くSB03内 に構築された建物内のタイプ、SX08は

建物外のタイプと考えられる。

次に自然科学分析の結果について概観していく。当該地域の古環境はイネ科の草本類が主体となり、

SX07の床上粘質土からはイネ科の花粉化石や、イネ属やクマザサ属に由来する珪化組織片が検出さ

れた。イネ科の植物は飼料や敷藁としての利用が考えられ、またこれらが周辺に広がっていることか

ら馬の飼育が可能な環境であることが言える。

よってSX07。 SX08は、馬小屋の構造を持つ点、遺構床上から飼料や敷藁の痕跡が確認された点、

馬の飼育が可能な古環境であった点から、馬小屋の可能性が極めて高いと言える。このことは、両遺

構の東に畠跡と考えられる畝状遺構が存在する点、平成22年度調査区では大型陸生哺乳類の骨片が出

上している点からも裏付けられるであろう。以上より馬小屋について述べてきたが、状況的証拠が多

く、馬具等の遺物や寄生虫卵などの確証たる根拠に乏しい状況である。今後の調査事例を待ち、更な

る検討が必要である。
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1.SK08三L層断面 (南から)
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3.SD01・ 02土層断面 (東から)

2.SK08土層断面 (西から)
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1.S101出土遺物 (S=1/3)
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1.SB01・ 02・ 03出土遺物 (S=1/3)
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3.SD01出土遺物 (S=1/3)
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4.SK04出土遺物 (S=1/3)

6.包含層出土遺物 (S=1/3)

爾齋驚―

5.SK12出 土遺物 (S=1/3)
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2.P122・ 123出土遺物 (S=1/3)

7.Ⅱ層出土遺物 (S=1/3)
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1.SK09出土遺物 (製塩土器)(S=1/2)
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2.SX08出 土遺物 (S=1/2)
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道整備事業

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

百  塚  住  吉

D  遺   跡
集 落

飛 `鳥

奈良

平安

竪穴建物、

掘立柱建物、

柵列、溝、土坑、

大型土坑、ピット

須恵器、土師器、製塩土器

要 訳

竪穴建物・掘立柱建物・溝・ピット・土坑など多数の遺構が検出され、7世紀後半～

9世紀後半の須恵器・土師器・製塩土器が出土した。

7世紀代の遺構は希薄であるが、能登型製塩土器が出土した土坑などを検出した。

竪穴建物は8世紀前半に位置付けられ、東側中央部にカマ ドを有し、周囲に溝が巡る

構造が復元された。8世紀後半～9世紀後半では主軸方向を同じくする掘立柱建物や

溝などを検出した。特筆すべ き遺構 として、馬屋の可能性をもつ大型土坑SX07・

SX08の 2基がある。自然科学分析では、馬の飼料・敷藁と考えられるイネ科植物の
存在が認められた。

集落の主体は8世紀後半以降と考えられる。『倭名類衆抄』等から調査区周辺には古

代射水郡寒江郷が存在していたと考えられており、本遺跡も寒江郷を構成する集落で

あった可能性が高い。
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